
ＪＡ筑紫「ちくし農業塾」開講式 

 ＪＡ筑紫は７月１日、筑紫野市のＪＡ物流センターで第

１２期「ちくし農業塾」開講式を開き、１１カ月間に及ぶ

講義がスタートしました。 

 塾生９名は、３０～６０代と幅広い世代。習得した知識

や技術を生かし、ＪＡ直売所の出荷者や生産部会の一員と

なる販売農家を目指します。 

 式には、行政関係者やＪＡ役職員など１４名も参加。塾

生は「農業を一から学び、自信を持って出荷できる野菜を

作りたい」など一人ひとり抱負を述べました。講師を務め

る室園正敏さんは「目標を持って１１カ月間を有効に活用

してほしいです」と挨拶しました。 

 白水組合長は「農業塾で農業の基礎を学び、ゆめ畑など

への出荷や、食料自給率向上へ貢献してほしいです」と塾

生を激励しました。 

 ＪＡ筑紫は、新規就農者や農業後継者の育成を目的に、

露地野菜や施設園芸についての実習・講義を行う「ちくし

農業塾」を２０１１年度から開講。第１期から１１期まで

に１０７名が修了し、直売所出荷者や生産部会員などとし

て活躍しています。 

JA 筑紫女性部「SDGｓと食品ロスセミナー」 

 ＪＡ筑紫御笠支店女性部は７月７日、ＪＡ御笠支店で

「ＳＤＧｓと食品ロスセミナー」を開きました。ＪＡ職員

や部員など２６名が参加。 

 セミナーでは、家の光協会の岩本航さんを講師に招き

「家の光から考える ＪＡ女性組織とＳＤＧｓ」を演題に

講演。ＳＤＧｓの内容や、食品ロスの現状などを説明しま

した。 

 参加した女性部員は、真剣にメモを取りながら、聴き入

りました。 

 ＪＡ女性部では持続可能な社会の実現を目指し、今後も

ＳＤＧｓに貢献する活動を継続的に行います。 

稲作中間管理講習会 

  ＪＡ筑紫は、管内５６ヵ所で、６月２３日～７月１５日

まで９日間の日程で、２０２２年度稲作中間管理講習会を

開きました。適正な栽培管理を呼びかけ、高品質な米作り

を目指します。 

 那珂川市別所地区では８日、組合員とＪＡ職員など１３

名が参加しました。気象と生育状況を踏まえた栽培管理

や、病害虫対策などをＪＡ営農生活部職員が説明。参加者

は、真剣な表情で資料に目を通しながら説明を聞き、水の

管理などについて質問しました。   

 営農生活部職員は「これからの作業を安全に行い、高品



質な米づくりに努めてほしいです」と話しました。 

 

 

栄養満点の料理で夏を乗り切る 

 ＪＡ筑紫那珂川支店女性部は７月１１日、夏料理教室を

開きました。２部構成で部員２３名が参加。 

 今回のメニューは、ＪＡグループファミリー雑誌「家の

光」の記事を活用した「鶏肉とカボチャのニラだれ」や「ミ

ョウガずし」など５品。栄養もボリュームも満点で夏にぴ

ったりのメニューです。部員達はメニューを分担し手際よ

く調理しました。 

 参加した部員は「自宅でも作って、暑い夏を乗り切りた

いです」と笑顔で話しました。 

 

 

秋冬野菜栽培講習会 

 JＡ筑紫は、７月１４日と２０日の２日間に、大野城、

太宰府、筑紫野、春日・那珂川地区で３年ぶりに秋冬野菜

栽培講習会を開きました。ＪＡ筑紫農産物直売所ゆめ畑の

出荷者５１名が参加しました。 

 ＪＡ営農生活部農業振興課の林園芸指導員や種苗会社

の社員が講師を務め、気象状況や農作物の現状の他、今後

の管理について説明しました。 

 林園芸指導員は、「それぞれの野菜の特性に気を付けて

栽培してほしいです」と話しました。 

 講習会は、技術の向上を図り、消費者へ安定的な野菜供

給を目指すことが目的。春夏・秋冬ごとの講習会の他にそ

れぞれの野菜の品種紹介をするなど、出荷量増加にもつな

げています。 

 

ニセ電話詐欺被害防止に貢献し表彰受ける 

 ＪＡ筑紫は７月１５日、福岡県庁で開かれた第８回ニセ

電話気づかせ隊推進委員会で団体表彰を受けました。 

 ＪＡは金融店舗や直売所などの施設での啓発活動や、地

域住民宅へ訪問し注意喚起を行うなどニセ電話詐欺被害

防止に貢献したことが評価されました。表彰式で、服部誠

太郎県知事からＪＡの舩越専務が表彰状を受け取りまし

た。表彰式後には、受賞団体を代表して活動事例の発表も

行いました。 

 ＪＡはこれからもニセ電話詐欺を未然に防ぐため、利用

者に積極的に声を掛け、のぼり旗や広報誌などでの注意喚

起を行い被害防止に取り組みます。 



 

農業用ドローン実演会 

 ＪＡ筑紫は７月２６日、農業用ドローンの実演会を筑紫

野市西小田の圃場で開催しました。生産者や行政関係者、

ＪＡの営農生活部職員など１６名が参加しました。 

 実演会では農業用ドローンによる農薬散布の実演の

他、機体の特徴や飛行時の注意事項を説明した後、質疑応

答を行いました。 

 参加した生産者は、実演を興味深く見つめ、積極的に

質問を行いました。 

 ＪＡではドローンの活用による農作業の省力化や生

産性の向上を目指し、今後も農業用ドローンの実演会や農

薬の試験散布を行う予定です。 

 


